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2008年 8月21日 (木)～22日 (金),京都大学霊
長br'i研究所にて開講した.参加者は64名.
<プログラム>
8月21日
挨拶 :松沢哲郎
EJ'.蛾 :西村剛 ｢人類化声から探ることばの起原｣
EJf,‡滋 :正樹言男 ｢人間性とは何か｣
実習 ･セミナー :
社会生態 :橋本千絵
形態学 :毛利俊雄
分子生理 :今井啓雄
心理学 :友永雅己
脳科学 :三上章允 ･宮地重弘
8月22日
講義 :半谷吾郎 ｢サルの群れの栄枯盛衰～屋久島のニホ
ンザルの人口変動と社会変動～｣
講義 :松林清明 ｢サル飼育の新しい形～リサーチリソー
スステーションの試み～｣
実習 ･セミナー :21日と同じ
-99-
東京公開講座 ｢霊長類学の最前線｣
2008年9月 13日(土),日本科学未来館 7階みらいCAN
ホールにて実施した.参加者は179名.
<プログラム>
所長挨拶 :松沢哲郎
講義 1:松沢哲郎 ｢チンパンジーの親子と教育｣
講義2:大石高生 ｢指のうごきを取り戻す脳｣
講義3:江木直子 ｢霊長類の祖先が生まれた世界～化石
動物相が教えてくれること～｣
講義4:渡連邦夫 ｢スラウェシマカクの社会とその種分
化｣
質疑応答
2.第18回市民公開日
2008年 10月26日13:00から15:15まで市民公
開がおこなわれた.内容は,半谷吾郎による講演 ｢生物
多様性の危機から地球を守るために～霊長頬の役割,盃
長類学者の役割,日本人の役割｣とオープンエンクロジ
ャー ･展示室の見学であった.参加者は45名.
3.オープンキャンパス･大学院ガイダンス
大学の学部生をおもな対象とし,大学院ガイダンス
を兼ねた2008年度のオープンキャンパスを,2009年4
月2日,3日に開催した.各分科の教員による言推義,所
内見学,各分科教員との懇談会,さらに大学院生 ･研究
員等も参加した懇親会が行われた.参加者は28名だっ
た.
<プログラム>
4月2日 (木)
開会の挨拶 :松沢哲郎
大学院入試に関するガイダンス :半谷吾郎
講義 1｢霊長類の身体形態に見られる多様性｣依田穣
講義2｢チンパンジーの生態とエコツーリズムによる森
林保全｣橋本千絵
所内見学 1
講義3｢霊長類の自己治療行動｣M.A.Hufman
講義4｢チンパンジーから探る心の進化一視線の問題を
中心に-｣友永雅己
講義 5｢サル,脂,迫伝子｣大石高生
各分科の教員との懇談会 1
懇親会 (夕食を兼ねた立食形式の懇親会で,教員や大学
院生とのコミュニケーションを図った)
4月 3日 (金)
講義6｢霊長類の起源と進化｣高井正成
講弟7r感汲症の霊長類モデル研究｣明里宏文
吉祥苅8r壬珪長柄ポストゲノムの挑戦｣今井啓雄
所内見学2
弼弟9･lrニホンザルの地域分化と保全迫伝学｣川本芳
弼弟9-2｢霊長類研究所の飼育下マカタザル集団の遺伝
的多様性｣田中洋之
純弟10｢高次脳機能研究の新展開｣脇田穴清
純義 1 ｢人間性って何だろうJ正苅伯刀
各分科の教員との懇談会2
(文Tf:毛利俊雄)
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ⅤⅠⅠ.自己点検評価委員会報告
平成 20年度の上半期は,自己点検の一環として年
報の冊子体作成とホームページ掲載を行った.年報の作
成作業に際し,年報に掲載しない ｢業績｣も含めて業績
等データを集積しデータ･ベース化することを目標とし
た.また,前年度使用した年報用の入力プログラムは,
締切間際に入力が集中してエラーが発生したので,入力
作業軽減のために新しいデータ･ベース･プログラムを
柄残した.新しい入力市式での入力ェラーなどを避ける
ため,平成 20年度はすべて委員会でデータ入力作業を
行った.その彼,データ･ベースに入力された業績デー
タの引用件数調査を行った.また,学内の大学評価委員
会でとりまとめる ｢中期目標の達成状況報告書｣ならび
に r大学機関別認証評価｣の基礎ihi料作りを行った.こ
れに関連して,｢教育 ･研究の現況調査表｣,｢教員活動
状況報告書｣,｢平成 19年度の研究活動等状況｣,｢第 1
期中期計画及び平成 20年度計画の進捗状況｣をとりま
とめた.
自己点検評価委員会 :三上串允 (委員長),琉田柄,
半谷吾郎,宮部氏子,松沢哲郎 (所長)
(文ff:三上車允)
